
不明な点につきましては薬剤部・医薬品情報管理室(内線 7083)、
または各病棟担当薬剤師までご連絡下さい。 （文責：關谷）

薬剤部 平成30年1月26日発行

使用開始前に糖尿病の検索（血糖、HbA1c等）を行い、
投与中は血糖値の測定等の観察を行い、下記症状の出現に注意してください。

※JASCC（日本サポーティブケア学会）では、上記厚労省通知に関し、
使用上のより現実的な注意点を補足されていますので、ぜひ一読を！！

※以下、ジプレキサ錠の添付文書より抜粋
【用法・用量】
・通常、成人にはオランザピン5mgを1日1回経口投与する。1日量は10mgを超えないこと。
【使用上の注意】
・他の制吐剤との併用で用いる。単独では用いない。
・投与期間は1サイクル6日間を目安とする。

オランザピン製剤は糖尿病患者に禁忌です。
糖尿病性ケトアシドーシス、糖尿病性昏睡による死亡の危険性について

平成14年4月に 緊急安全性情報 が発出されています。

★オランザピン製剤使用不可患者の制吐対策に関し、
お困りの点があれば、各病棟薬剤師にぜひご相談ください★

当院においては、オランザピン製剤の約5割が
精神科以外（統合失調症以外）で処方されています。

（2017/1-2017/12 薬剤部調べ）

オランザピン製剤は糖尿病患者に禁忌です！
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オランザピン製剤に以下の効能が正式に追加となりました。
「抗悪性腫瘍剤(シスプラチン等)投与に伴う消化器症状(悪心嘔吐)」


